
令和７年度 長崎市立小ヶ倉小学校 学力向上プラン 

基本方針 G   私たちは「未来を創る人を育み、だれもが学び、楽しみ続けられるまち」を 

めざします。 

基本施策 G1   長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子供を育みます。 

     G1‐1「確かな学力」の向上を図ります。 

  

」 

 

 

 

 

 

 自ら考え、判断し、人とともによりよく生きようとする心豊かな子供の育成 

自ら考え、最後までやり遂げる子(考動力) 主体的に学習・活動し達成感をもつ 

研究主題：自分の考えをもち、自分を表現する児童の育成を目指して 

           ～子供の育つ環境や授業の充実を通して学力の向上を図る～ 
 

研究の視点： ①課題意識・課題への出会わせ方の工夫 

             ②主体的に学ぶ場面設定・対話の工夫 

             ③個に応じた指導・援助の工夫 

 

①対話的な学びのある授業 

・子供同士の協働・対話によ
り自己の考えを広げる。 

・ペア・トリオ・グループ学
習を取り入れる。 

・教師の「聴く・つなぐ・支
える」視点 

・対話的で深い学びを広げる
ための「問い直し」 

②学び・育ちの保障 

・クロームブックの効果的な
活用 

・「何を学ぶか」「どのように
学ぶか」の軸が見える授業 

・「めあて」と「まとめ」の
整合性 

・「振り返り」の充実 

・「ぐんぐんタイム」の充実 

③GIGA スクール構想 

・１人１台学習者端末を活用

した学び（一斉学習・個別

学習・協働学習） 

・AI 型教材 Qubena の取組の

充実（ワーク類の配信） 

・端末のルール作りやマニュ

アル作成 

・人の話を姿勢よく、最後ま
でしっかり聞く（聴く） 

・自分の考えをグループ内
で意欲的に対話する 

・読書に親しみ、知識や考
えを深める 

・将来の夢や希望をもって
いる（何のために学ぶの
かを考える）

・心のこもった挨拶をする
（御先後礼） 

・丁寧な言葉遣いができる 

・バランスの良い食事をと
る 

・自分から運動に親しむ 

・困った人を助ける

・目標に向かって努力する 

・がまん強く、最後までや
りぬく 

・進んで活動（働く）する 

・物を大切にする 

・相手の立場を考えて行動
する 

全国学力・学力状況調査で全国平均を、県学力調査で県平均を、市学力調査で市平均を上回る。 



 

【各学年の取組】 

1 年 ・自分の考えを書いたり、表現したり

する活動が不十分 

 

・毎時間自分の考えを書く活動を設定。 

・家庭学習の基礎基本の徹底（①音読②算数

③漢字（カタカナ）。 

２年 ・長文を伴って問われる問題や選択肢

がある問題に見直し不足によるミス

が目立つ 

・問題文をしっかり読む習慣や、図によって

思考する問題に取り組ませる。 

 

３年 ・漢字の定着が不十分 

・知識・技能（漢字の音と訓など） 

 

・習った漢字は必ず書かせる。 

・ぐんぐんタイムや週末の宿題で取り組ませる。 

・文章の中で漢字を使えるようにする。 

４年 ・既習の定着が難しい。 

・計算ミスが多い。 

・繰り返し練習問題を解く。 

・見直しの時間を長めにとる。 

５年 ・文章を正しく読むことが不十分。 

・既習事項の定着に個人差がある。 

・自分の言葉で図や表などを使いながら自分

の考えを書く活動を設定する。 

６年 ・文章の読み取り 

 

・読書量を増やす。 

・「言葉の玉手箱」の利用、語彙力を伸ばす 

 

家庭 

〇あはは運動 

◎きらきらシートの実施 

（学習・生活習慣チェックシート） 

〇ながさき基準 

（ネット・電子メディア利用） 

〇chrome 活用ルールブック 

地域 

〇地域行事 

〇幼保小中連携 

〇子供を守るネットワーク 

〇子供１１０番の家 

〇地域学習への協力 


